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東北地方上部マントル電気伝導度構造探査の為の長周期MT観測

A brand-new MT exploration to reveal electrical conductivity distribution
of the upper mantle beneath Tohoku district
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東北地方下、太平洋プレート沈み込み帯の地殻流体が、ウェッジマントルのどこで生成され、ウ
ェッジマントルをどのように輸送されるかについては、分解能のよい３次元地震波トモグラフィ
ーの結果を根拠に議論されている。特定領域研究「地殻流体：その実態と沈み込み帯変動への役
割」では、地震学的構造に電気伝導度構造を加えて地殻流体の形態、分布を「Geofluid Map」と
して推定することを目的の一つとしているが、ウェッジマントルに関しては、地震学的構造と対
照的に電気伝導度の３次元構造モデルは日本列島下のどこにおいても未だ構築されていない。こ
こ10年間での電気伝導度構造探査研究において計算機性能向上に伴う３次元構造解析手法と、短
周期から超長周期までの広帯域電磁場観測を可能にする移動観測機器それぞれが発達し、ウェッ
ジマントルの３次元電気伝導度構造探査が可能になりつつある。本研究では最新の観測機材
(LEMI-417及NIMS)を導入して、東北地方下のウェッジマントル３次元電気伝導度構造探査を解
明する為、地磁気地電流（MT）観測を2009年11月より開始し、2010年２月までに東北地方鬼首
カルデラを東西約60kmに横切る3観測点において、周期10秒から20000秒に渡ってMT応答関数
を取得した。

得られたMT応答関数の特徴は、鬼首カルデラ西側の観測点において、磁場の南北時間変動に対
しての電場の東西時間変動の位相応答関数で、周期1000秒での値約55度から周期3000秒付近で9
0度を超えるような急激な増加が認められた。この振る舞いはIchihara and Mogi(2009)によって
報告されている平面L-shapeの高電気伝導体上で観測される応答関数に類似しており、この観測
点の東側、即ち鬼首カルデラ下とその北側に鉤型で高電気伝導体が存在することを示唆してい
る。これまで得られている観測点の殆どは地下の電気伝導度不均質が3次元的分布であることを
示唆しているが、現時点で観測点が少なく2次元及び3次元の構造解析は時期尚早である。本発表
では構造の概略を掴むために，応答関数を平均した各観測点の１次元電気伝導度構造を推定し、
高電気伝導体の側方と深さ方向に関しての分布傾向を報告する。


